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新しい庁舎の整備について考えよう！

Topics１ 新庁舎に欲しい施設や機能について考えました！

5月11日(土)に、第２回「新しい庁舎の整備について考えよう！市民ワークショップ」を開催しました。

当日は、冒頭に、滋賀県立大学の村上先生より開会あいさつをいただきました。その後、テーブルワーク

に向けて、令和4年実施の庁舎整備に関する市民アンケートの結果や、第1回ワークショップの現場見学の

おさらいをしました。テーブルワークでは、5チームに分かれて「新庁舎に欲しい施設や機能について考え

てみよう！」をテーマに、意見交換を行いました。

村上先生あいさつ テーブルワーク

「新しい庁舎の整備について考えよう！市民ワークショップ」
では、新庁舎が市民の皆さんにとっても、利便性が高く、交流
が生まれ、来たくなる場となるよう、参加者の皆さんと一緒に

考えていきます。

造園・ランドスケープが専門
です。このワークショップに
とても関心があり参加させて

いただきました！

５チームに分かれて意見
交換！どのチームも盛り
上がりました！

テーブルワークの発表会

当日は、23名の方に
ご参加いただきました！

テーブルワークの結果を
参加者の皆さんで共有し
ました！

様々な視点から、新庁舎に欲し
い施設や機能についての意見が
交わされました！



テーブルワークで出た主な意見を紹介します！

【問合せ先】大津市 総務部 管財課 庁舎整備室

TEL：077-536-5736 FAX：077-528-2626

Topics2

今後の予定

テーブルワークでは、5チームに分かれて、参加者の皆さんから①現庁舎から引き継ぐべき機能、②現

庁舎の改善すべき機能、③現庁舎に付加すべき機能、の３つの視点について、意見交換を行いました。

それぞれの視点について、テーブルワークで出た主なご意見をご紹介します。

主なご意見

○現庁舎の改善すべき機能

• エレベーターや階段、トイレ等の設備関係はバリアフリー対応で、誰でも利用しやすいものに改善すべき。ま

た、入り口部分も段差があり、心理的にも入りにくさを感じるので、フラットにして入りやすくなれば良い。

• 電車や車でのアクセスも向上させ、庁舎に行きやすくなるように。

• 社会情勢の変化に柔軟に対応できるよう、各部署を間仕切りで区切り、自由に部屋の形を変えられるように。

• 市民が特に利用する手続き関係の窓口はワンフロアにまとめて配置し、ストレスフリーで用事が済むように。

• 一目で見て目的の部署が分かる等、わかりやすい案内や動線計画が必要。また、外国人向けの多言語対応も。

• 授乳室はもっと落ち着いて利用できるような場所になると良い。

• 待合スペースが小さいので、もっと広くゆとりのある空間になれば良い。

• 非常時用に地下施設（シェルター）をつくっておく等の防災関係施設の充実。

○現庁舎から引き継ぐべき機能

• 大津市の顔としてのシンボリックな外観は引き継ぐべき。また、大津市の自然や歴史、周辺環境に調和したデ

ザインが良い。

• 市職員の方の窓口対応はとても親切であり、温かみを感じる。窓口案内等は、手続きのＩＴ化等によって利便

性を高めることも良いと思うが、そのような人の温かさは引き継ぎたい。

○現庁舎に付加すべき機能

• 市職員も市民も一緒に利用できる食堂やカフェ等、交流の場ができると良い。また、託児スペース付きで、母

親同士が交流できるようなカフェ等もあると良い。

• ミニコンサートやフリーマーケットができるスペース、スポーツをする方の給水ポイントやシャワー室、子供

が遊べる屋内スペース等、市民が気軽に、多様に利用できる場所があれば良い。

• グラウンドと建物の間に雨をしのげる空間をつくる等、公園と一体的な利用を想定したデザインに。

• 子どもの作品の展示スペース、発掘物等のギャラリーを整備し、庁舎が文化的な中心地になれば良い。

• 魅力的なパノラマ景観を楽しめる展望スペース等、大津市の素晴らしい景観を活かした庁舎が良い。

• 学童用品やおもちゃ、絵本等、子どもが大きくなって利用しなくなったものを、廃棄せずに、欲しい世代に継

承できるような仕組みや場所が庁舎にあれば良い。

• 市民が自由に大津の好きなところを付箋に書いて貼れる“大津大好きの壁”のような、大津の魅力をみんなで

共有できるような場所が欲しい。

次回は

ココ！
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